　　柏市民文化会館及びアミュゼ柏の指定管理者候補者選定委員会会議録
１　日時

　　令和４年１０月２１日（金）午前９時から午前１１時４５分まで

２　開催場所

柏市役所本庁舎３階　庁議室

３　出席者

　(1) 選定委員会委員

　　　加藤副市長（委員長），小島企画部長（副委員長），飯田総務部長，中山財政部長，
　　　永塚市民生活部長，吉田市民活動支援課長
　　　【外部委員】後藤恵莉子氏（柏市音楽家協会理事），大瀬由生子氏（日本糀文化協
　　　会代表理事）
  (2) 財務分析報告者
　　　飯田公認会計士（財務状況の分析結果報告後に退席）
　(3) 文化課（第五次芸術文化振興計画の説明）
　　　田口課長
  (4) 市民活動支援課（施設所管部署，事務局）

　　　竹内主幹，五津副主幹，山口主任，阿留多伎主事
４　配付資料
　(1) 柏市民文化会館及びアミュゼ柏の募集概要及び要求水準
　(2) 応募資格審査報告（柏市民文化会館及びアミュゼ柏）
　(3) 財務状況の分析結果報告

　(4) 応募内容比較表（柏市民文化会館及びアミュゼ柏）
　(5) 指定管理者候補者の選定審査評価表

  (6) 評価における意見

　(7) 候補者選定の考え方

５　議事概要
（※以下，加藤副市長が委員長として議事を進行）

　(1) はじめに

ア　委員長から開会の挨拶

イ　外部委員紹介及び飯田公認会計士紹介
　(2) 選定委員会の目的と選定基準について(事務局から説明）

ア　選定委員会の目的

イ　書類審査

ウ　評価方法

　(3) 書類審査について

ア　資格審査（事務局から説明）

　　【主な内容】

　　・応募団体は１団体（以下，「応募団体」という。）であった。

　　・申請者の資格及び要件について審査した結果，応募団体がすべての応募資格を満たしていると判断した。

イ　財務状況分析結果（公認会計士及び事務局から説明）

　　【主な内容】

　　・応募団体の財務状況を分析した結果について，公認会計士が説明を行った。
　　ウ　提案内容の審査（文化課長，事務局から説明）

　　【主な内容】
　　・文化課長より，第五次芸術文化振興計画について説明。
　　・事務局より，資料５をもとに事業計画書の内容を説明。
　　　　【主な意見及び質疑応答】
　　　　委員　前回の提案書はやれているか，やれていないかは別なのか。提案書の内容
　　　　　は仕様書に盛り込まれているのか。
　　　　施設所管課　提案書の内容は年度初めに年次計画書で提出してもらっており，市
　　　　　として確認をしている。
　　　　委員　提案書は提案内容ということで全部できるかどうかわからないというこ
　　　　　とか。
　　　　施設所管課　あくまでも提案である。提案内容が現実的かどうかも含めて見てい
　　　　　ただきたい。
　　　　委員　利用料金について，公共料金の値上げは提案されていないか。キャンセル
　　　　　料をとらないことは条例を逸脱していないのか。現状はコロナウイルスを理由
　　　　　とするキャンセルでは，キャンセル料をとっているのか。他市でも同様か。
　　　　施設所管課　公共料金の値上げは提案されていない。条例では上限だけ市で決め
　　　　　ている。現状でも新型コロナウイルス感染防止のための利用制限を理由にキャ
　　　　　ンセルした場合，キャンセル料はもらっていない。引き続き，コロナウイルス
　　　　　感染防止のための利用制限を理由にキャンセルした場合であればキャンセル
　　　　　料はとらないという提案をいただいている。他の施設でも同様である。ただし，
　　　　　指定管理者の収入が下がった分については，市から損失補填はしている。
　(4) 書類審査結果について

　　　【決定事項】

　　　　応募団体について面接審査を実施する。

  (5) 面接審査の実施について（事務局から説明）

　　　【主な内容】

　　　・面接時間は６０分（入退室時間を除く）とし，うち，２０分をプレゼンテーショ
　　　ン，４０分を質疑応答の時間とする。
　　　【ＡＳＴＮ共同企業体に対する主な意見及び質疑応答】
　　　　委員　次期については新たな提案をしていただいたが，今期について提案内容を
　　　　　実施できなかったことはあるか。あった場合，次期に向けての対応はどうする
　　　　　のか。
　　　　応募団体　今期の課題について，事業面に関してはコロナウイルスの影響で，特
　　　　　に市民文化会館では大規模な運営がしにくく，大物のアーティストを呼ぶこと
　　　　　を提案していたが，中断している状況。次期も提案をしている。事業に関して
　　　　　コロナウイルスで苦しい状況になった。
　　　　委員　提案書にはおもてなしの実施や友の会サービス，託児サービスの実施の記
　　　　　載があったが，実施できたのか。
　　　　応募団体　友の会サービスや託児サービスは実施できなかった。催し物の案内と
　　　　　して広告紙を郵送していたが，コロナウイルスの影響でその送付も止まってし
　　　　　まっていた。コストの問題として，現在は自主事業で収益を上げるのが難しい
　　　　　状況のためサービスが実施できていない。次期の中で取り組んでいきたい。
　　　　委員　コロナ禍で事業ができなかったということだが，今後もできない可能性も
　　　　　ある。オンライン開催を考えたらどうか。コロナ禍で事業が出来ないと，市民
　　　　　に芸術を伝えるという目的が達成されない。コロナ禍でもオンライン開催等の
　　　　　別の企画を考えていただけたら良い。また，単発の講座だけでなく，毎月小さ
　　　　　いイベントでも定期開催があると良い。密を防ぎながら開催してほしい。
　　　　　また，駐車場が混んでおり，入るまでに時間がかかり開催時間に間に合わない。
　　　　　大きなイベントを開催する場合は，柏市からバスを出す等してほしい。高齢者
　　　　　は自分で運転できなかったり，バスを乗り継ぐのも大変だったりする。そのた
　　　　　め，専用バスがあるといい。考慮いただきたい。
　　　　応募団体　市民文化会館もアミュゼ柏も稼働率が高く，利用者の事業を大切に考
　　　　　えている。そのため，企画をするために我々が土日に部屋を確保することは非
　　　　　常に難しい。細かい小さなイベントを何回も実施するとしたら，市民文化会館
　　　　　の小ホールが考えられる。アミュゼ柏は，自主事業のために部屋を予約するこ
　　　　　とは難しい。我々が運営している他施設としてパレット柏があり，オンライン
　　　　　配信が出来ている。パレット柏とも連携していきたい。
　　　　　バスに関して課題は認識しており，バス会社とも話はしている。イベントの際
　　　　　に一度増便はしている。先ほどの話だとチャーターすることになるが，そうす
　　　　　ると費用が５～１０万程度かかるため，指定管理料の中で実施することは難し
　　　　　い。事業の収益が上がるものを考え実施し，その上でバスのチャーターを考え
　　　　　たい。
　　　　委員　ご検討いただきたい。また，平日の夜に部屋が空いているのであれば，　　　　　　　
　　　　　土日ではなく平日の夜に企画を考えてもらいたい。
　　　　委員　次期のサービス向上策は提案いただいており，提案書の中で利用者アンケ
　　　　　ートを実施すると記載があった。利用者の要望を踏まえて実現したものはある
　　　　　か。
　　　　応募団体　文化会館ではチャイルドシートの導入を行った。一番要望が多かった
　　　　　のは，バリアフリー化である。車いすのコーラス部員の方が壇上で歌を歌いた
　　　　　いとおっしゃったため自動昇降機を付けた。また，楽屋からトイレに行くため
　　　　　の段差にはスロープを設置した。その他細かいことでもご要望に沿って対応し
　　　　　ている。
　　　　委員　ご要望いただいてるが実現できていないことはあるか。あればその対策も
　　　　　含めて教えてほしい。
　　　　応募団体　文化会館の楽屋の中に和式のトイレがある。利用団体から洋式化の要
　　　　　望が上がっている。かなり大きな経費になるので，行政とも相談しているとこ
　　　　　ろである。
　　　　委員　提案書にある，地域ニーズの掘り起こしについて，施設の利用頻度が低い
　　　　　人や全く利用したことがない人の意見も大変貴重だと記されており，そのとお
　　　　　りだと思う。主催イベントの出店ブースでアンケートを実施し地域住民のニー
　　　　　ズを探るという提案をしているが，具体的な計画はあるか。
　　　　応募団体　アウトリーチ（外に出ていくこと）が重要だと考えている。先ほど話
　　　　　のあったオンラインについても双方向に意見が聞ける場になると思っている。
　　　　　そのため，アウトリーチは事業は取り組むべきことだと考えている。文化会館
　　　　　事業では，アーティストを呼ぶ際に話を聞くことができる。ふるさと協議会と
　　　　　は話をする機会も多い。ただしコロナ禍で地域のお祭り等が開催できないこと
　　　　　が多いため我々が積極的に外に出ていくことが必要である。
　　　　委員　私自身，昔から文化会館やアミュゼ柏のホールを利用することが多い。お
　　　　　客様に懸念される部分が交通の便である。今後ぜひ検討してほしい。柏の街は
　　　　　音楽が盛んになっている。提案書の自主事業実績を見ると，比較的吹奏楽はお
　　　　　客が入りやすいが，クラシックは大きいホールで開催するとなると宣伝などの
　　　　　バックアップが必要な状態である。柏の吹奏楽はミュージシャンより学生が盛
　　　　　んであるが，提案書にあるように吹奏楽ワークショップ＆演奏会のような連携
　　　　　が実現すると変わってくるのではないか。柏出身のミュージシャンには吹奏楽
　　　　　が多いが，中にはクラシックの人もいる。他の芸術でいうとジャズやバンド，
　　　　　日本舞踊，音楽も多い。以前芸術祭を行っていたと思うが，音楽の垣根を越え
　　　　　た企画があると面白い。文化会館のホールは音楽や踊りをやる場所だが，スポ
　　　　　ーツとの融合やアミュゼであれば，料理や手芸などと絡めたイベントがあると
　　　　　いい。
　　　　　柏市音楽協会では１００回目の定期演奏会を館全体を借りて開催した。事業と
　　　　　して全体を巻き込んだことができれば，音楽を目的にした人だけが来るのでは
　　　　　なく，他のジャンルの人が他のジャンルに行ってみようとする入口が生まれる
　　　　　のではないか。
　　　　応募団体　バスの話になるが，柏駅発にすると混んでしまい何度も往復ができな
　　　　　い。北柏駅からであれば何回か往復できると考えているので，真摯に考え取り
　　　　　組んでいきたい。
　　　　　施設全体のお祭りについては，パレット柏ではフォーラムを開催しているが，
　　　　　文化会館やアミュゼ柏では稼働率の影響もあり現状取り組めていない。利用者
　　　　　の方に迷惑をかけないで実施するとすれば休館日の活用が考えられる。施設全
　　　　　体の祭りを仕掛けられたらいい。
　　　　　文化会館の大ホール，小ホール，アミュゼ柏のクリスタルホール（中ホール）
　　　　　をどのように展開できるか考えている。他市のおおたかの森にあるホールも
　　　　　我々が運営しているが，クラシック専門のホールでアーティストを呼んでも集
　　　　　客は４００～５００席くらい。集客できるアーティストでも１，０００席は難
　　　　　しい。吹奏楽はファミリー層に見に来てもらえるが，クラシックは違う。先ほ
　　　　　ど話があったように掛け合わせや中ホールから大ホールへ展開をしていかな
　　　　　ければならない。我々の経験と実績を生かしながら展開していきたい。今回の
　　　　　提案にとらわれず，掛け合わせや企画もしていきたい。
　　　　　スポーツについては，コロナで３年越しにはなったが，文化会館の小ホールで
　　　　　谷沢健一さんに「野球という人生」というタイトルで講演を行っていただき，
　　　　　ほぼ満席になった。
　　　　　先ほどの委員からも話が出たが，どんなに観客が少なくてもクラシックは継続
　　　　　してやりたい。大体１００人くらいの観客で，集客のための広告も少ないのは
　　　　　事実で，柏市民新聞にしか取り入れられないが，なんとか広告を入れてもらえ
　　　　　るよう働きかけたい。
　　　　委員　提案書の自主事業について，コロナで打撃を受けた芸術・文化活動を活性
　　　　　化していくことが今後５年のミッションだと思う。当初のコロナの状況がこの
　　　　　まま続くとも考えにくい。なお一層，芸術・文化の一助として文化会館やアミ
　　　　　ュゼ柏の活動を市としても期待している。文化課が作成した芸術文化振興計画
　　　　　をもとに事業を組み立てているかと思うが，劇団四季などの規模の大きいもの
　　　　　もある。現時点で既に芸術鑑賞事業で出演者等の具体的な計画があるものはあ
　　　　　るか。
　　　　応募団体　規模の大きな事業に関しては，部屋やスケジュールを抑えながら実施
　　　　　していくが，指定管理者の選考中のため，部屋も抑えておらず，具体化もして
　　　　　いない。ただし，文化会館の館長が他の施設で実績経験があり，既に政策会社
　　　　　とも話を進めているところ。あとはスケジュールを決めるだけ。
　　　　委員　果実還元について，提案書では現金納付ではなく，施設の備品に充てると
　　　　　記載があったが，これまでどのような備品を購入しているか。
　　　　応募団体　第１期の指定管理期間については，利用料収入も多かったため現金納
　　　　　付をしていた。その後，コロナ禍になり利用料収入も見込めず還元が出来てい
　　　　　ないのが現状。一方でパレット柏では，果実還元で利用者ニーズに合わせて備
　　　　　品を購入している。我々はもともと目標値を高く設定しているため，果実還元
　　　　　ありきのサービスではない。コロナ禍で減った利用料収入が戻ってくるのは３
　　　　　年後から４年後ぐらい。現状では何か購入することを想定していない。あくま
　　　　　でも収支に余剰が出た際に還元するものと考えている。ただし，現金納付か施
　　　　　設に還元できるものを購入するかは柏市との協議だと思っている。コロナ禍で
　　　　　柏市に補填をしてもらっている。コロナ禍が日常になっているところで，今後
　　　　　も市に補填は求めていくのは難しいと思っている。柏市の財政全体で見たとき
　　　　　に現金納付の方がいいのではないかと思っている。
　　　　委員　事業計画書の自主事業について，施設ボランティア養成講座とあるが，他
　　　　　の施設での実績はあるのか。また，バックステージツアーの実績や見通し，実
　　　　　現可能性はあるのか。
　　　　応募団体　バックステージツアーについて，共同企業体として実績がある。
　　　　　また，施設ボランティア養成講座についても，共同企業体が運営する近隣市で
　　　　　実績がある。文化会館には貸し部屋がないが，アミュゼ柏やパレット柏とも連
　　　　　携しながら，将来的にボランティア団体として自立していただき，協力体制を
　　　　　上げて運営していくことを実現させたい。
　　　　　補足をすると，ホールや文化会館での実績はある。ボランティアは何回も参加
　　　　　できないと段々と離れていってしまうのが現状ではあるが，文化会館やアミュ
　　　　　ゼ柏については両方を年間を通して活動していただき，楽しいと思ってもらわ
　　　　　ないと継続できないと思っている。
　　　　委員　提案書のサービス向上面のキャッシュレスについて，パレット柏ではいち
　　　　　早く導入していただき感謝している。文化会館とアミュゼ柏はどのようなこと
　　　　　を想定しているのか。また，ホームページの一新についてはどうか。
　　　　応募団体　パレット柏ではキャッシュレスを導入している。ランニングコストが
　　　　　ほぼないものを導入している。ただし，キャッシュレス会社に手数料を３～
　　　　　４％払っている。そのため来年度以降の予算にはキャッシュレスの手数料分も
　　　　　含めており，来年度当初よりキャッシュレス決済が可能となっている。定額シ
　　　　　ステムの利用料や自主事業関連のチケット決済できるように考えているおり，
　　　　　利用者の３０％が利用すると見込んでいる。全体利用料金収入の約３％を手数
　　　　　料分として予算計上している。
　　　　　ホームページの一新に関しても初年度で予算に含めている。現在は，両施設が
　　　　　異なる会社が作成したホームページになっているため，統一感を持ったものに
　　　　　していき，オンライン配信しやすいものにしていきたい。
　　　　委員　利用料金について，料金は条例で定めているが，光熱水費，特に電気料金
　　　　　が上がっている。どのように対応するか。
　　　　応募団体　利用料金収入だけで運営しているわけではなく，指定管理料ももらっ
　　　　　ている施設。受益者負担の考え方で利用料金はいただいていく。光熱水費もこ
　　　　　の後どれくらい上がるか見えない。その中で利用料金を上げるのではなく，国
　　　　　が低減策を行うと見込んでいる。利用料金を上げるのは今のところ難しいと考
　　　　　えている。
(6) 候補者の選定
　　【決定事項】
　　・ＡＳＴＮ共同企業体を柏市民文化会館及びアミュゼ柏の指定管理者候補者とする。
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